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令和７年度第２回宮代町地域公共交通会議 会議録 

 

■日 時：令和７年８月５日（火）午前１０時００分～午前１０時３０分 

■場 所：宮代町コミュニティセンター進修館 小ホール 

■出席者：（委員） 

渋谷龍弘会長、田沼健一委員、伊藤友己委員、平子章委員（代理）、関根肇委員、 

高原昭委員、川村英輝委員、高橋勝己委員、郷田健一委員、金子賢一郎委員、 

井上正己委員 

    （事務局） 

     企画財政課 宮下義樹主幹、安澤暁主任 

     健康介護課 横山岳彦主任 

■欠席者：（委員） 

     飯塚光弘委員、熊谷茂浩委員、遠藤正志委員 

■傍聴者：なし 

                                           

１ 開会･･･事務局（宮下主幹） 

 

２ あいさつ･･･渋谷会長 

町内循環バスは、令和７年４月から時刻表の変更を行い、３ヶ月が経過した。また、

今年度実施する公共交通需要調査の業者が決定した。今会議ではこの３ヶ月のバス

利用状況の報告と需要調査の進め方について説明させていただく。委員の皆様には、

各分野での専門的な知識や利用者の目線など様々な視点からのご意見を頂きたい。 

 

３ 議事 

 （１）循環バス運行状況について（新時刻表変更後の経過状況）･･･事務局（安澤主

任）より説明 

令和７年４月から令和７年６月までの利用状況について前年比較を交えて報告。 

 

委 員：７月からバスが新しくなったが、車いす利用者が乗車するとどうしても狭

くなる。以前のバスはもっと大きいタイプだったと思うが、そういう車両に

することはできないのか。 

事務局：車いす利用者の方が乗車すると、どうしても席を畳まざるを得なくなる。

その分席数が少なくなることについてはご理解いただきたい。それ以外の利

用であれば座席数自体は増加しているので、より多くの方に座っていただく

ことができる。また、バスルートには狭い道路も多く、またノンステップタ

イプの車両となると今回の車両タイプ（ショート）となった。 
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（２）宮代町公共交通需要調査の実施について･･･事務局（安澤主任）より説明 

  業者が決定した公共交通需要調査の目的、実施内容、スケジュールについて説

 明。 

 

  委 員：町のほうで今現在、町民の方から別の公共交通手段についての意見や要望

等はあがっているか。また、アンケート調査の実施にあたっては、アンケー

ト項目の設定について再度公共交通会議にて審議する予定はあるか。 

  事務局：町にいただく意見としては、バスの増便やバス停の増設、ルートの見直し

が多く、別の交通手段についての意見はあまり聞いていない。また、アンケ

ート項目については委託業者と町の二者間で調整して発出することを予定

している。なお、当然調査結果や分析結果については公共交通会議にて報告

させていただく。 

  委 員：事務局からの説明にもあったとおり、普段町民の方が公共交通についてど

う思っているのか、どう感じているのか、その部分が町ではあまり把握でき

ていないのが現状。今回の調査ではそれらの意見を抽出できたらと考えてい

る。また、調査にあたりここは押さえておいたほうがいいといったものがあ

ればご教授いただきたい。 

  委 員：地区ワークショップで各地区の意見を聞くというのはいい試みだ。普段地

区の住民が集まる機会もそう多くはない。 

  会 長：アンケートについて調査項目に含めたほうがいい内容等あればぜひ伺いた

いがいかがか。またこの場で意見が出なくても、８月中旬頃までにご意見い

ただければそれらを反映させていきたい。 

  会 長：それでは、こういったかたちで需要調査を進めていきたい。また、報告等

させていただく。 

 

 ４ その他 

  特になし。 


